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六
月
二
十
日

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
名
城
大
学
講
師
の
長
谷
川
氏
よ
り
受

け
る
。

七
月
二
十
四
日

五
斗
蒔
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け
る
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
導
入
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
建
設
部
よ
り
説
明
を
受
け
る
。
平

成
二
十
二
年
社
会
実
験
開
始
予
定
。

プ
ラ
ズ
マ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘

致
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
都
市
再
生
機
構
か

ら
説
明
を
受
け
る
。
機
構
所
有
の
宅
地
、
四

十
二
区
画
に
関
し
て
は
完
売
、
計
画
住
宅
用

地
（
集
合
住
宅
）
は
整
備
中
。

八
月
二
十
五
日

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
施
設
見
学

研
究
所
で
は
主
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
を
地
層
処
分
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
地
下
三
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
削
が

進
み
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
掘
削
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
候
補
地
に
つ
い
て

は
平
成
二
十
七
年
ま
で
に
決
定
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
よ
う
で
す
が
、
候
補
地
と
な
っ
た

住
民
の
反
対
も
予
想
さ
れ
困
難
を
極
め
る
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
地
で
は
平
成
七
年
に
県
、
瑞
浪
市
、
土

岐
市
、
事
業
団
と
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

協
定
に
は
”研
究
所
に
つ
い
て
放
射
性
廃

棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
や
使
用
す
る
こ
と
は

一
切
し
な
い
し
、
将
来
に
お
い
て
も
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
場
と
は
し
な
い
。
“
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
四
日

富
山
県
南
砺
市
城
端
地
区
視
察

新
土
岐
津
線
推
進
部
会
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
視
察
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
と
は
県
境
を
挟
ん
だ
市
で
平
成
十

六
年
四
町
四

村
が
合
併
し

南
砺
市
と
な

っ
た
も
の
で

合
掌
造
り
の

五
箇
山
は
隣

接
す
る
白
川

村
と
と
も
に

世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
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各議案議決状況

平成20年度土岐市一般会計補正予算（第２号） 可　　決 全会一致 可　　決
平成20年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決 賛成多数 可　　決
平成20年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市特別職報酬等審議会条例等の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市職員の給与に関する条例及び土岐市職員の勤務時間、休暇等に関する 可　　決 全会一致 可　　決
条例の一部改正
土岐市職員の公益法人等への派遣等に関する条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市公告式条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市ふるさと応援基金条例の制定 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市税条例の一部改正 可　　決 賛成多数 可　　決
土岐市都市計画税条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市産業福祉会館設置及び管理に関する条例を廃止する条例 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市営住宅管理条例及び土岐市特定公共賃貸住宅条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部改正 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市土地開発公社定款の変更 可　　決 全会一致 可　　決
土岐市教育委員会委員の選任同意（２件） － 全会一致 可　　決
土岐市公平委員会委員の選任同意 － 全会一致 可　　決
専決処分の報告及び承認 － 全会一致 可　　決
土岐市功労章の授与 － 全会一致 可　　決

議　　　　　案　　　　　名 委員会結果 採決状況 結　　果
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▲南砺市視察
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城
端
地
区
は
金
沢
市
か
ら
二
十
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
善
徳
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た

と
こ
ろ
で
絹
織
物
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

旧
城
端
町
を
通
る
国
道
三
〇
四
号
線
の
拡

幅
に
合
わ
せ
平
成
七
年
か
ら
百
十
六
億
を
か

け
て
商
店
街
再
開
発
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
住
民
主
体
の
事
業
で
用
地
費
、
補

償
費
な
ど
す
べ
て
の
お
金
を
組
合
で
一
括
管

理
、
延
べ
八
百
坪
も
の
建
物
を
一
斉
に
取
り

壊
す
と
い
っ
た
こ
と
で
、
ま
さ
に
住
民
主
体

で
行
政
は
高
度
化
資
金
の
借
入
、
補
助
金
申

請
な
ど
住
民
の
お
手
伝
い
に
徹
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

当
地
の
伝
統
行
事
で
あ
る
曳
山
祭
り
、
む

ぎ
や
祭
り
が
似
合
う
町
並
み
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
”町
並
み
景
観
建
築
基
準
“
を

策
定
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
は
一
切
使
用
し

な
い
、
外
観
の

色
彩
な
ど
に
も

配
慮
さ
れ
、
京

都
を
思
わ
せ
る

落
ち
着
い
た
商

店
街
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

た
だ
、
道
幅

が
十
七
メ
ー
ト

ル
と
豪
雪
地
帯

で
あ
る
こ
と
か

ら
広
く
取
っ
て

あ
る
よ
う
で
す

が
、
商
店
街
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

前
号
（
八
月
十
五
日
号
）
で
、
今
年
の
行

財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
、「
総
合
病
院
の

改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
」
を
協
議
事
項

の
中
心
と
し
た
こ
と
を
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
宛
に
依
頼
し
て
い
た
資
料

が
提
出
さ
れ
、
最
近
六
年
間
の
決
算
数
値
や

関
係
法
令
な
ど
十
三
項
目
百
十
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
資
料
に
基
づ
き
、
総
合
病
院
担
当
者
か

ら
七
月
二
十
二
日
、
八
月
十
三
日
に
説
明
を

受
け
な
が
ら
質
疑
を
行
い
、
本
格
的
協
議
に

入
り
ま
し
た
。
八
月
十
三
日
の
協
議
で
、
十

月
下
旬
頃
ま
で
に
委
員
会
と
し
て
中
間
意
見

書
提
出
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

共
に
、
短
期
間
で
中
間
意
見
書
を
ま
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
各
委
員
の
意

見
や
提
言
事
項
な
ど
を
文
書
に
し
て
、
九
月

一
日
ま
で
に
委
員
長
宛
に
提
出
す
る
こ
と
と

し
、
委
員
長
は
各
委
員
の
意
見
や
提
言
事
項

を
参
考
に
し
な
が
ら
「
委
員
長
メ
モ
」
に
ま

と
め
協
議
の
素
材
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
六
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
委
員
長
メ
モ
」
に
沿
っ
た
協
議
が
九
月
十

九
日
・
十
月
六
日
・
二
十
二
日
と
三
日
間
か

け
て
白
熱
し
た
活
発
な
議
論
を
行
い
、
中
間

意
見
書
に
記
述
す
る
具
体
的
内
容
が
固
ま
り

ま
し
た
。

具
体
的
内
容
の
協
議
は
、
三
年
以
内
の
短

期
実
施
と
五
年
以
内
の
中
期
実
施
に
区
分
し

て
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
全
体

と
し
て
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

経
営
の
基
本
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
不

足
し
て
い
る
医
師
確
保
の
た
め
県
や
東
濃
地

域
連
携
に
よ
る
貸
付
制
度
に
本
市
独
自
の
貸

付
制
度
を
上
乗
せ
実
施
す
る
と
共
に
退
職
女

性
医
師
復
帰
に
よ
る
医
師
確
保
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
総
合
病
院
の
経
営
実
態

な
ど
の
情
報
を
市
民
に
公
開
、
説
明
す
る
と

共
に
経
営
に
関
し
病
院
内
部
だ
け
の
協
議
で

は
な
く
、
市
民
や
患
者
の
意
見
を
反
映
す
る

協
議
機
関
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
事
務
局

体
制
の
中
に
病
院
経
営
に
関
す
る
専
門
職
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
関
す
る
事
項

と
し
て
診
察
時
間
の
延
長
や
市
民
バ
ス
の
利

便
性
向
上
･
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
専
門

職
化
・
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
や
医
療
ク
ラ

ー
ク
の
配
置
・
診
察
室
や
待
合
室
な
ど
の
清

潔
感
と
安
心
確
保
の
た
め
の
点
検
と
整
備
・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
使
用
の
拡
大
等
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

さ
ら
に
経
営
の
経
理
に
関
す
る
事
項
と
し

て
、
医
療
機
器
購
入
等
の
契
約
見
直
し
･
滞

納
額
徴
収
体
制
の
見
直
し
、
及
び
委
託
化
の

検
討
・
事
務
的
職
員
の
削
減
を
中
心
と
す
る

人
件
費
削
減
と
人
材
確
保
の
た
め
の
給
料
体

系
の
見
直
し
・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
の

上
限
設
定
・
病
床
数
の
見
直
し
と
緩
和
ケ
ア

病
棟
設
置
の
検
討
な
ど
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
市
だ
け
で
は
結
論
が
出
せ
な
く
、

期
間
的
に
五
年
以
上
必
要
で
あ
り
、
政
治
的

な
検
討
課
題
と
し
て
多
治
見
市
・
瑞
浪
市
・

土
岐
市
の
三
市
共
同
に
よ
る
総
合
病
院
建
設

に
つ
い
て
の
研
究
も
始
め
る
べ
き
な
ど
、
短

期
、
中
期
・
長
期
の
課
題
に
つ
い
て
提
案
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
で
詳
細
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
が
、
市
長
宛
の
中
間
意
見
書
は
こ
れ

ら
の
方
向
を
も
と
に
現
在
作
成
中
で
す
。

す
べ
て
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
市
民
の
皆

様
に
報
告
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

▲整備された国道304号線と街並み

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

▲10月22日に開かれた委員会


